
主な花材

ヨウシュヤマゴボウ （兵庫県産）

けいとう （大阪府産）

マム （マレーシア産）

アレカヤシ （スリランカ産）

学名の「Chrysanthemum（クリサンセマム）」から「マム」と呼ばれています。主にヨーロッパで品種
改良されたもので、もともとの語源はギリシャ語で「金の花」を意味すると言われています。

花言葉：高潔、清らかな愛

ヨウシュヤマゴボウは夏～秋にかけて白い花を咲かせ、花びらが落ちると中心の実が緑色になったあ
と、紫色に変化。全草に毒性があるため、誤食しないよう注意が必要です。

アレカヤシの英名は「Yellow butterfly palm(黄色い蝶のようなヤシ)」で、和名は「コガネタケヤ
シ」と呼ばれています。緑色の葉が、ゆるく弧を描くように垂れ下がる姿が特徴的です。

花言葉：元気、勝利

花言葉：野生、元気

名前の由来は、鶏のとさかのような形をした真っ赤な花を咲かせるところ
からといわれています。

花言葉：おしゃれ、気取り、風変わり

テーマ    盛夏


